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令 和 2 年 度

決算審査の概要

⑤�

職
員
採
用
時
に
は
、
障
が
い
者
雇
用
が
進
む
よ

う
、
受
験
案
内
の
見
や
す
さ
の
工
夫
や
、
勤
務

内
容
の
工
夫
な
ど
、
見
直
し
を
行
う
こ
と

⑥�

市
税
等
の
納
付
業
務
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
生
活
保
護
等
の
相
談
に
つ
な
げ
る
な
ど
の

庁
内
の
連
携
を
図
る
こ
と

⑦�

電
子
申
請
共
同
運
営
事
業
に
お
い
て
は
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と

＊
ⅰ
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
電
子
メ
ー
ル
の
相
互
通

信
が
行
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
。

①�

生
活
保
護
の
事
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、「
生

活
保
護
は
権
利
で
す
。
た
め
ら
わ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
立
場
で
進
め
る
こ
と

②�

生
活
困
窮
者
の
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
意
味
で
も
、
引
き
続
き

実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
小
学
生
も
対
象
と
す

る
こ
と

③�

住
居
確
保
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知

に
努
め
る
こ
と

④�

は
な
み
ず
き
作
業
所
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
工

事
を
進
め
る
こ
と

⑤�

国
民
健
康
保
険
の
財
政
調
整
基
金
積
立
金
を
活

用
し
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
行
う
こ
と

⑥�
小
・
中
学
校
の
夜
警
委
託
に
つ
い
て
は
、
長
期

契
約
を
検
討
す
る
こ
と

⑦�
図
書
館
や
中
央
公
民
館
な
ど
の
電
気
の
契
約
に

当
た
っ
て
は
、
一
括
し
た
入
札
を
検
討
す
る
こ

と
①�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
全
て
の

自
治
会
が
平
等
に
、
か
つ
よ
り
多
く
の
自
治
会

①�

起
債
に
際
し
て
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、

後
年
度
負
担
に
配
慮
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
頼

み
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

②�

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
新
し
い
情
報
も
含
め

て
視
覚
的
に
検
索
し
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
す

る
こ
と

③�

災
害
用
備
蓄
消
耗
品
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
も
配
慮
す
る
こ
と

④�

ⅰ
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
必
要
な
方
へ
し
っ
か
り
周
知
す
る

こ
と

［
指
摘
・
要
望
事
項
］

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

西口行政センターが入るプレックス蓮田

　今定例会では、令和２年度決算認定議案８件の
審査を各常任委員会に付託して行いました。
　予算の執行が法令に基づいて、合理的・能率的・
効果的に執行されたか、また、公共の福祉向上に
寄与したかなどを主眼に審査し、来年度予算編成
に向けて、次のとおり指摘・要望いたしました。

横
横
横
横
横
横
横

横
横
横
横
横
横
横

が
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
の
運
用
を

す
る
こ
と

②�

黒
浜
沼
周
辺
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
が
連
携

を
と
り
、
歩
道
と
合
わ
せ
て
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と

③�

地
元
野
菜
及
び
米
を
、
市
内
全
小
・
中
学
校
の

学
校
給
食
に
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

関
係
各
課
の
連
携
を
図
る
こ
と

④�

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
は
、
蓮
田
市
の
特

色
を
勘
案
し
、
機
械
的
な
施
設
集
約
等
を
せ
ず

に
計
画
を
立
て
る
こ
と

⑤�

東
日
本
大
震
災
の
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

に
よ
る
水
道
水
検
査
費
用
は
、
東
京
電
力
に
対

し
て
引
き
続
き
全
額
請
求
す
る
こ
と

⑥�

水
道
管
の
更
新
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
や
経
営

の
安
定
化
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
に
説
明
を

す
る
こ
と

　

反
対
理
由
と
し
て
①
情
報
漏
洩
、
国
民

監
視
等
に
つ
な
が
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
費
用
・

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
活
用
推
進
事
業
②
保
育
が
、
６

割
超
の
会
計
年
度
任
用
保
育
士
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
正
規
の
勤
務
時
間
並
み
に
働
く
会
計
年
度
任

用
保
育
士
は
、
正
規
と
す
べ
き
③
民
間
の
指
定
管

理
と
な
っ
た
学
童
保
育
所
運
営
事
業
。
公
的
責
任

の
も
と
市
が
運
営
す
べ
き
④
人
権
問
題
各
種
研
修

会
等
負
担
金
。
長
年
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
特

定
団
体
の
研
修
に
、
公
費
参
加
す
べ
き
で
な
い
。

　

以
上
の
点
な
ど
指
摘
し
、
日
本
共
産
党
は
反
対

す
る
。

建
設
経
済
委
員
会

議
案
第
60
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
保
育
士
の
待
遇
改
善
、
学
童
保

育
所
運
営
は
指
定
管
理
で
は
な
く
市
直
営
で

反対討論



はすだ市議会だより　第119号 6

引
き
上
げ
を
押
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

　

国
庫
負
担
は
増
や
さ
ず
に
、
市
民
や
利

用
者
に
負
担
増
を
押
し
付
け
る
連
続
改
悪
が
続
い

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
要
支
援
１
・
２
の
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
を
保
険
か
ら
外
し
、
地
方
自
治

体
に
移
し
た
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
を

要
介
護
３
以
上
に
限
定
し
た
り
、
低
所
得
者
の
施

設
入
所
者
へ
の
食
事
と
部
屋
代
の
補
助
要
件
を
厳

格
化
し
た
り
し
た
。
収
入
３
０
０
万
円
で
３
割
負

担
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
が

年
金
で
は
足
り
な
く
、
貯
金
を
取
り
崩
し
て
い
る

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

必
要
な
人
が
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
求
め
て
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

　

本
決
算
の
中
の
敷
地
譲
渡
費
に
つ
い

て
、
６
億
２
０
０
０
万
円
の
歳
入
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
単
価
は
、
約
10
万
６
０
０
０
円
/

㎡
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
事
前
調
査
額
は
、
約

16
万
円
/
㎡
で
あ
り
、
事
業
施
行
時
は
、
14
万
６

０
０
０
円
/
㎡
で
あ
り
、
近
隣
の
公
示
地
価
は
、

17
万
２
０
０
０
円
/
㎡
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
勢

　

埼
玉
県
の
協
会
け
ん
ぽ
に
お
け
る
所
得

に
対
す
る
保
険
料
の
割
合
は
、
５
～
６
％
。
蓮
田

市
の
国
保
税
の
所
得
に
対
す
る
負
担
割
合
は
11
～

13
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
低
所
得
者

ほ
ど
負
担
割
合
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
滞
納
率
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
払
い
た
く
て
も
払
い
き
れ
な

い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
子
ど
も
の
均
等

割
免
除
の
流
れ
が
国
を
も
動
か
し
、
国
で
も
軽
減

実
施
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
12
億
円
を
超
え
る

基
金
の
活
用
を
積
極
的
に
行
い
、
被
保
険
者
へ
の

還
元
を
求
め
て
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

　

保
険
料
は
、所
得
割
率
が
７
・
96
％
で
、

均
等
割
額
が
４
万
１
７
０
０
円
、
賦
課
限
度
額
が

64
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
平
均
保

険
料
は
、
前
年
よ
り
１
２
４
１
円
値
上
が
り
し
、

８
万
４
９
３
円
と
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
保

険
料
の
軽
減
措
置
で
あ
る
軽
減
税
率
特
例
が
、
段

階
的
に
縮
小
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
を
国
保
や
健
保
か
ら
引
き
離
し
て
75
歳
以
上
の

独
立
し
た
保
険
制
度
と
し
、
保
険
料
の
際
限
な
い

議
案
第
61
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て議
案
第
62
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

国
保
基
金
の
活
用
で

被
保
険
者
へ
還
元
を

反対討論

必
要
な
人
に

必
要
な
介
護
を

反対討論

い
い
加
減
な
予
算
の
使
用
で

は
、
決
算
認
定
で
き
な
い

反対討論

後
期
高
齢
者
医
療
の

切
り
捨
て
を
許
さ
な
い

反対討論

議
案
第
63
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

価
格
や
評
価
額
か
ら
大
き
く
値
下
げ
さ
れ
て
お

り
、
不
当
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
大
変
い
い
加

減
な
予
算
の
利
用
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
き
、
担

当
部
長
は
合
理
的
な
答
弁
が
で
き
な
い
が
、
そ
の

責
任
は
部
長
で
は
な
く
市
長
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
決
算
は
到
底
認
定
で
き
な
い
。

　

令
和
２
年
度
は
10
か
月
間
、
水
道
基
本

料
金
と
メ
ー
タ
ー
使
用
料
の
半
額
減
額
を
行
っ

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
効
果
と
影
響
は
大
き
く
、

決
算
は
評
価
で
き
る
。

　

一
方
、
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
約
１

億
９
６
０
０
万
円
の
全
額
を
建
設
改
良
積
立
金
へ

積
み
上
げ
る
内
容
で
あ
る
。
建
設
改
良
積
立
金
の

残
高
は
約
11
億
５
０
０
０
万
円
も
あ
る
。
積
立
て

ず
に
活
用
し
、
水
道
料
金
の
負
担
軽
減
を
継
続
す

る
こ
と
を
求
め
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
65
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

剰
余
金
を
活
用
し
て
水
道

料
金
の
負
担
軽
減
継
続
を

反対討論 議
案
第
66
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い

て

http://www.city.hasuda.saitama.jp/

　
議
案
の
審
議
内
容
や
一
般
質
問
な
ど

を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か
た

は
、
市
議
会
会
議
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設

に
備
え
て
あ
っ
た
会
議
録
は
、
今
ま
で

と
同
様
に
次
の
施
設
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
に
伴
い
、
施
設
が
休
館
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
○
市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
○
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
○
図
書
館

　
○
中
央
公
民
館
及
び
関
山
分
館

　
○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
○
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー

ホームページで
会議録が
閲覧できます


